
《事業目的》

《事業開始の背景》
《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること

○平成25年度の主な事業
■ 国体準備室の設置

《事業概要》 ・ 第71回国民体育大会花巻市実行委員会の設立　　負担金　7,683千円
①　総会費、事務局費　186千円
②　先催地調査　1,314千円
③　競技会場設計費等　4,222千円
④　競技宣伝活動費　360千円
⑤　花巻市開催競技宣伝看板、横断幕、カウントダウンボード　833千円
⑥　ホームページ構築業務　500千円　

⑦　次年度繰越金　268千円

・ 時間外　　536千円

・ 臨時補助員賃金　　2人　　2,280千円

・ 旅費　　41千円

・ 消耗品・印刷製本費　497千円
《事業展開の留意事項》

○平成26年度の主な事業
・ 花巻市実行委員会予算　　13,753千円（負担金13,484千円＋前年度繰越金268千円）

①　総務費　368千円
②　開催推進費　8,642千円
③　輸送計画費　4,743千円

・ 時間外、臨時補助員賃金、旅費、消耗品、自動車借上　　8,147千円

○平成27年度の主な事業
・ 先催県視察

・ 市民ボランティア団体の育成

《成果指標》 ・ 市民向けＰＲ
24 25 26 ・ リハーサル大会の開催

・ 冬季大会の開催

○平成28年度の主な事業
・ いわて国体・いわて大会の開催

第71回国民体育大会等開催事業（総括表）

実績

目標

実績

実績

②
目標

①
目標

項 目 単位 区分 年度(実績) 年度(見込) 年度(計画)

　いわて国体が、平成２８年に開催することが、平成２３年１２月に決定となった。
　国体の各競技会（各種目）は、開催市町村が主催となるため、開催に向けた準備を進めていか
なければならない。

○希望郷いわて国体・希望郷いわて大会花巻市実行委員会を設立（H25.8.7)
・競技会場の設計
・国体PR看板・横断幕・カウントダウンボードの製作
・実行委員会専用ホームページの開設
・先催地（東京都・日光市）の開催競技会場設営、運営状況視察

市民参画の有無 〔 対象外 〕

一般財源 11,037
第71回国民体育大会及び第16回全国障がい者スポーツ大会を開催する

地方債

その他

財
源
内
訳

国県支出金

年度

事 業 費
11,037

年度 当初(現計) 補　正 25 年度 26
～ 平成 28 年度〕

25

伊藤　潤 291

事業
期間

単年度繰返 期間限定 〔平成 25 年度

（内線）

一般 10 06 01 0411 第71回国民体育大会等開催事業 人づくり 生涯学習部 国体推進課

平成 25

分 野 担当部(機関) 担当課(機関) 担当係長会計 款 項 目 事業ｺｰﾄﾞ 事業名

年度 事務事業マネジメントシート 〔 事後評価 〕



《環境変化、意見・要望》…環境変化はないか？　意見や要望が寄せられていないか？

 公共関与の妥当性
妥当である

見直し余地がある

妥当でない

 成果の向上余地
向上余地がある

向上余地がない

《事業概要》…上記目的を実現するための事業手法を記載すること  事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

 受益と負担の適正化余地
受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

適正である

〔 〕
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

後援・協賛 補助・助成 委託 《総合評価》…上記評価結果の総括

24 25 26

24 25 26

第71回国民体育大会等開催事業

平成２７年１月下旬に花巻市での冬季大会アイスホッケー競技が開催されることとなった。

平成 25 年度 事務事業マネジメントシート 〔 事後評価

第71回国民体育大会等開催事業

会計 款 項 目 事業ｺｰﾄﾞ 事業名

〕

有
効
性

目的

一般 10 06 01 0411

地域で支える子育てと教育のまち
づくり

競技・生涯スポーツの推進
4-3

市民向けＰＲを積極的に行うとともに、各団体等と協議を重ねることに
より、成果の向上が期待される。
また、全国大会終了後も、大規模大会の誘致等を進めることで地域経済
への波及効果を期待できる。

対象 市民（国民）

意図
広く国民の間にスポーツを普及し、国民の健康増進と体力向上、地方スポーツの振興、地
方文化の発展に寄与するとともに、国民生活を明るくする。

目
的
妥
当
性

花巻市では国体１１競技（冬季大会含む）、障がい者大会３競技の開催
が既に決定しており、会場市の実行委員会が主催者となって実施してい
かなければならない。総合

計画 4

施　策

効
率
性

開催年度が決まっており、開催年に近づくとともに準備に要する経費や
運営人員が増加していくため、削減の余地は無い。○希望郷いわて国体・希望郷いわて大会花巻市実行委員会を設立（H25.8.7)

・競技会場の設計
・国体PR看板・横断幕・カウントダウンボードの製作
・実行委員会専用ホームページの開設
・先催地（東京都・日光市）の開催競技会場設営、運営状況視察

公
平
性

花巻市で開催する競技に対する必要な費用負担であり適正である。

市民参画の有無 対象外

政　策

市民協働
の形態

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 年度(実績)

第71回国民体育大会及び第16回全国障がい者スポーツ大会を開催する

年度(見込) 年度(計画)

①
計画

実績

②
計画

実績

花巻市開催競技の会場基本設計を完了し、本格的に各競技団体と協議を重ねていく材料が整っ
た。
国体開催の準備を進めていくため、先催地の運営状況や会場設営等の視察を行ったことで今後の
参考になることが得られた。
市民への周知については、総合体育館、市民体育館に開催競技PR看板を掲出したほか、専用ホー
ムページを開設し、情報発信に努めた。

③
計画

実績

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分 年度(実績) 年度(見込) 年度(計画)

①
目標

実績

②
目標

実績

③
目標

目標値より高い 概ね目標値どおり 目標値より低い

（附表）

要因分析

実績

達成度


